
－ １ － 

神学校献金(神学生奨学金献金)神学校献金(神学生奨学金献金)神学校献金(神学生奨学金献金)神学校献金(神学生奨学金献金)    振替振替振替振替00150001500015000150----7777----669605669605669605669605    日本バプテスト連盟全国壮年会連合事務局日本バプテスト連盟全国壮年会連合事務局日本バプテスト連盟全国壮年会連合事務局日本バプテスト連盟全国壮年会連合事務局 

 

第第第第109号号号号    

2019/12/20 

発行 

日本バプテスト連盟日本バプテスト連盟日本バプテスト連盟日本バプテスト連盟    

全国壮年会連合全国壮年会連合全国壮年会連合全国壮年会連合    

発行人：山田誠一発行人：山田誠一発行人：山田誠一発行人：山田誠一    

編集人：豊永義典編集人：豊永義典編集人：豊永義典編集人：豊永義典    

Topics Password ▶ sorengo 

 「新しさの到来 －クリスマス－ 」                             日本バプテスト連盟宣教部長 松藤一作 

 

 今年も、たくさんの喜びと悲し

み、また感謝と悔い改めの思いを抱

きながらクリスマスの時を迎えまし

た。私たちのこうした様々な思いの

中に、主イエスの伴いがあることを

信じつつ、その恵みと豊かさを多く

の人たちと分かち合う時として、このクリスマスを

過ごしていきたいと願っています。 

 さて、連盟結成７０年を機に全国で実施されてき

た協力伝道を通して、諸教会が直面している課題

や、新しい取り組みについて互いに分かち合うこと

が出来ました。少子高齢化や国境を越えた人々の行

き来、また経済的格差や地域格差など、この社会を

覆っている様々な課題が、教会も決して無関係では

ないことが明らかになりました。他方、価値観や家

族形態などの多様化も、教会での聖書の読み方や教

会員同士の関係性にも変化をもたらしていると言え

るでしょう。 

 

 「伝道の行き詰まり」といった言葉が様々な場面

で交わされることがありますが、今という時代を生

きている私たちが、今に語りかけられる福音を分か

ち合おうとしているのですから、時代の変化に戸惑

い、時に右往左往し、立ち止まってしまうことが

あって当然なのだと思います。むしろ私たちが心に

留めなければならないことは、こうした変化の時代

にあって、かつての在り方や「成功体験」に基づい

て今を捉えるのでなく、今、ここで、主の豊かなみ

業が、日々新たに起こされていることに思いを馳せ

ることなのではないでしょうか。 

 主イエスは、新しい時代の到来としてこの世に来

られました。クリスマスは、その「新しさ」を喜ぶ

時です。また主のみ業は、私たちを、そしてこの世

界を、今なお、さらに新たにし続けようとしていま

す。壮年会連合が掲げる「教会形成」と「伝道者養

成」の働きもまた、今という時代に新たにされてい

く必要があるのかも知れません。 
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・連盟総会・理事会・西南大神学部・会計・献金・監査等報告          ・２０２０年度西南大転・編入学神学生との面談報告  

・２０２０年度貸与奨学金申請者の審査 ※新入生はなく内部進学者のみ ・定期報告・返済計画等の確認とその対応 

・返還免除対象者の審査（主に２０１５年３月卒業生を対象）・２０１９年度奨学金償却者の審査（２０１９年度末に償却）  

・西南大神学寮費値上げに伴う２種奨学金の改定 ・奨学金返還対象者等の状況確認 ・中間監査に対する対応 

・２０１９年度全国壮年連合総会及び奨学金規程改正に伴う確認事項 ・沖縄バプテスト連盟の取り扱いについて 
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「献身者が与えられるようにお祈りください 」      東京バプテスト神学校神学専攻科2年   

藤原 靖彦 （推薦教会 港南めぐみキリスト教会） 

「奨学金規程の主な改正点について 」          奨学金委員長 篠田裕俊 

 神学校の働き、神学生の学びを覚え

ての、皆様のお祈りに感謝いたしま

す。また、全国壮年会には、献身を表

明して神学生になった学生を対象に

「奨学金」を提供頂いております。こ

のような全国壮年会の働きと、教会の

皆様からの献金によって、西南学院等で学ぶ多くの

神学生が学費面で支えられていますから、大変感謝

です。 

 私は今、イエス様の福音をお伝えする牧師を目指

して、東京バプテスト神学校で学んでおります。働

きながら学んで、定年を迎える来年3月に、専攻科

を修了する予定です。そして、招へいがありました

ら、牧師として働くことを希望しています。もうす

ぐ、年金を受けられる世代ですので、小さい教会に

赴任できれば良いと思っています。 

 そういう意味で、東京バプテスト神学校や九州バ

プテスト神学校で働きながら学ぶ5,60代の神学生が

毎年何人か与えられたら、無牧師の教会が解消する

ことも夢ではないでしょう。 

 ですから、老若を問わず、皆様ご自身や教会の兄

弟姉妹が献身の召命を頂くよう、お祈りくださいま

すようお願いします。 

１．奨学金貸与対象学年の拡大 

  奨学金の対象は、学部３年生からとなっていましたが、これを学部１年からといたしました。また、大学院

は、博士課程前期（修士）課程２年間を対象といたしていましたが、博士後期（博士）課程３年間も対象と

いたしました。なお、貸与期間は、これまで同様に最長４年間となっています。 

２．奨学金返還負担の軽減 

    奨学金返済は、これまで４年間牧師（伝道者）として従事した場合のみ、貸与奨学金の８割が免除となってい

ました。今回、少しでも負担軽減を図るために、２０２０年３月卒業生から、卒業した日から７年経過した

日において、牧師として従事した期間が、２年以上３年満は３割、３年以上４年未満は５割、４年以上は８

割免除に変更いたしました。また、返済期間をこれまでの１０年間（途中辞任や退学者は４年間）から１５

年間に延長いたしました。なお、原則として、推薦教会での従事期間は、年数には含まれません。 

３．協力牧師は、「専ら伝道の業に従事する者」には含まれないことを、規程に明記いたしました 。 

 

        「西九州地方連合 神学校献金のために 」   西九州壮年連合会長 岡本吉正（相浦光教会） 

 ２０１８年度から２年の任期で西九州地方連合の

会長を引き受けています。年間テーマは昨年度に引

き続き、連合内壮年会の交わりの活性化を掲げまし

た。活動の基盤として、連合内の”壮年会ネット

ワーク”作りと交流活性化の一環として”連合壮年

会ニュース”を発行しました。全国地方連合の働き

や身近な連合内の各壮年会の活動の様子などを寄稿

してもらい、相互理解の一助としました。その中で

も神学校献金推進のため、多くの祈りと取り組みが

行われていることが分かります。 

 長崎バプテスト教会では昼食のバザーを行ってお

り、うどん、カレー、夏には冷やしソーメンなど７

０食も提供しています。また会員献品の野菜の販売

も行っています。 

 佐賀教会では壮年会員の家で持ち回り家庭集会、

献金は全て神学校献金に捧げられています。壮年の

寿司職人によるユニークな寿司販売をおこなってい

ます。 

 相浦光キリスト教会では毎年、神学校週間に神学

生を招き、宣教奉仕と壮年会全員による神学校献金

のアピールを行います。月に一二度、昼食に壮年会

うどんを販売します。教会に隣接する畑〝光農園”

（借地）で季節ごとに様々な作物を作り、販売しま

す。また手作

りの干し柿は

人気です。そ

れぞれの教会

が祈り、工夫

しながら、活

動の収益金を

神学校献金に

捧げているの

です。 

 

（相浦光教会昼食のうどん作り） 

壮年大会報告書裏表紙の実行委員会名簿の落丁につきましては、関係者に 多大なご迷惑をおかけしました。お詫び致します。事務局長 


